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若者の未来のために若者の未来のために

引用：共同通信社の記事より

写真：県民と働く者のとくしまフェスタ 2015 より

2015年10月2日　労働者福祉中央協議会（中央労福協）
若者の雇用と奨学金制度の改善に向けてのキックオフ集会　
「奨学金問題改善に向けたアピール」より

　今や大学生の2人に1人が何らかの「奨学金」
を利用しています。在学中の学費や生活のため
に利用し、卒業時には数百万円の借金を背負っ
て社会に出ていく異常な事態です。高卒求人は
激減し、大学の学費は高騰し続け、家計収入は
減少の一途を辿っている中では、奨学金
を「借りざるを得ない」のです。
もはや学費は自己負担だけでまかな
えない状況と言えます。
(中略 )
　私たちは、未来を担う若者のため、
持続可能な社会のため、奨学金制度の
改善を強く求めます。世代を超え、社会全体で
若者を支えるため、この問題に取り組むべきで
あると訴えます。貸与制から給付制へ本来の奨
学金を！貸与制の奨学金は利息・延滞金のない
ものを！大学等の学費の引き下げや授業料減免
の拡充を！これ以上若者を苦しめて
はなりません。
　今こそ若者の未来のために立
ち上がりましょう！借金ではなく、
若者が夢と希望を持てる奨学金
にするために！
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　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、労福協に対しまして深いご理解をいた
だき、ご支援･ご協力をいただきましたことに心から
感謝を申し上げます。
　昨年は、労福協の組織と運動･事業の両面から
節目となる年でありました。
　組織的には結成40年を迎えました。1975年に設
立され、1986年に社団法人、2013年には公益社団
法人として認定されて組織的公益性が高まるととも
に、労福協が果たすべき社会的責任は増大し、また
その社会的認知も進んでまいりました。
　運動・事業の側面では、生活困窮者自立支援法
が4月から施行・実施されたことに伴い、各自治体が
行なうこととなった必須事業の自立相談支援事業
や任意事業である就労準備支援事業・学習支援事
業などについて、2011年からモデル事業としてパー
ソナル・サポート事業を受託した実績に基づいて、徳
島県をはじめとして徳島市、鳴門市、小松島市、阿
南市などで受託し、その事業の拡大と深化につい
て積極的に取り組んできています。
　また、中央労福協が問題提起し、全国的な課題と
なりつつある奨学金問題についても各団体の協力
をいただいて改善の要請署名に取り組みました。
　グローバル化の進行によってヒト･モノ･カネと情報
が世界を飛び交う中、日本においても各種の規制緩
和と大企業優遇施策の拡大は、格差の拡大と貧困
層の増大をもたらし、社会のリスクを増大させ、その
持続可能性が問われるまでになっています。非正規
労働者は全労働者の4割となり、年収200万以下の
労働者は1,100万人を超え、生活保護世帯も250万
世帯にのぼっています。
　こうした所得の減少は、子ども世代や若者にもっ
とも影響を与えています。子どもに対する教育費は
減少し、若者は将来設計ができず、生活環境は悪

化し、貧困の連鎖が起こっています。奨学金問題は
その典型として、社会に出ると同時に数百万円の借
金を抱え、非正規労働では返済できず、自己破産と
いう事態が多発しており、制度の改善が急務です。
　そしてまた、健康面や経済面など、複数の要因に
よって明日の食事もままならない人々の存在は、法制
定によって自立支援事業として制度化されましたが、
地域社会の持続可能性が問われています。地域づ
くりとともに、これらの人 を々就労に結びつけ、｢労働
を軸とした福祉社会｣の創造に向けた取り組みの強
化が求められています。
　一方で、労福協は労働組合運動がもつ労働者
福祉運動の側面も併せ持ち、過去には労金運動や
全労済運動の全国化などに取り組みましたが、今
一度、労働運動と福祉運動との関わりや労働者福
祉事業団体との関わり等について、組合員の共通
理解を深める取り組みを再構築すること、そして非
正規など未組織労働者に対して労働者福祉事業
を拡大していくことも必要不可欠の課題です。
　労福協は、連合に結集する各労働組合の皆さん
や、労働者福祉事業団体、協同組合やＮＰＯなど市
民団体の皆さんと手を取り合って、労働を軸とした
豊かで安心できる社会づくりにまい進してまいります。
　今年も引き続きご指導ご鞭撻の程よろしくお願い
申し上げます。

徳島県労働者福祉協議会

　　会　長　川 越 敏 良

新年のごあいさつ

２０１5年度徳島県労働者福祉協議会役員名簿

役 職 名 氏　　名 所　　属

会 長

副 会 長

〃

専務理事

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監 事

〃

〃

川 越 敏 良

河 村 和 男

森 本 佳 広

林　　　善　章

久　積　育　郎

福　本　　　純

山　藤　正　義

尾　方　　　巧

梶　原　　　樹

国　見　   聖

辻　　  博　史

竹　内　泰　章

藤　原　 　茂 

川　原　佳　子

徳島県労働者福祉協議会

四 国 労 働 金 庫

日本労働組合総連合会徳島県連合会

徳島県労働者福祉協議会

徳島県勤労者福祉ネットワーク

徳島県労働福祉会館

徳島県退職者連合

フ レ ッ セ

徳島県生活協同組合連合会

徳島県民間産業労働組合連合会

徳島県就職支援機構

四国労働金庫徳島営業本部

税理士法人ティグレパートナーズ

徳島県勤労者福祉ネットワーク
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連　　合

日本労働組合総連合会徳島県連合会

　　会　長　森 本 佳 広

役 職 名 氏　　名 組 織 名

〈連合徳島役員〉

会 長
会 長 代 行
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
事 務 局 長
副 事 務 局 長
　 〃 　
財 政 局 長
中小対策本部長
執 行 委 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

会 計 監 査
　 〃 　
　 〃 　

森　本　佳　広
新   居    栄    治
藤　岡　一　雄
田   村    敬    一
鎌   谷    浩    司
矢   鳴    浩    一
松   本    光    弘
川　口　誠　二
宮　本　武　司
吉　野　泰　甲
下　　　則　子
島　　　和　久
板　東　喜代子
田 北 光 広
小   谷    正    勝
宮　本　武　司
平　田　信　行
繁　岡　幸　広
川　村　将　史
原　田　俊　彦
井　内　貴　志
岩　生　大　治
折　野　幸　治
石　 橋  　     元
國　見　康　喜
小   原    伸    二
藤　田　晶　子
後　藤　和　昭
田　村　貴　之
難　波　博　史

自 治 労
電 機 連 合
自 治 労
Ｊ Ｐ 労 組
電 力 総 連
U A ゼ ン セ ン
自 治 労（ 県 職 労 ）
情報労連（民間大手部会）
交通労連（中小部会）
全水道（官公労部会）
電機連合（女性委員会）
電 力 総 連
事 務 局
全 国 一 般
Ｊ Ａ Ｍ
交 　 通 　 労 　 連
自 動 車 総 連
農 協 労 連
運 輸 労 連
全 国 一 般
Ｊ Ｒ 連 合
私 鉄 総 連
基 幹 労 連
Ｊ Ｅ Ｃ 連 合
国 公 総 連
県 教 組
ＵAゼンセン（女性委員会）
森 林 労 連
四 国 労 金 労 組
全   労   済   労   組

新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。ご家

族お揃いで穏やかに新春をお迎えのこととお喜

び申し上げます。また、旧年中は、連合徳島の

運動に対しまして格別のご支援・ご協力を賜り

心より感謝を申し上げます。

　昨年は、戦後70年の節目の年であり、全国各

地で平和を考える行事がおこなわれました。連

合徳島においても７月４日の徳島大空襲を忘れ

ず語り継ぐ記念行事を行いましたが、時を同じ

くして、一昨年末の大義なき総選挙において圧

倒的な勝利を収めた安倍政権は、強引な国会運

営を行い、国の安全保障に関する憲法解釈を多

くの憲法学者や法律家が違憲または違憲の疑い

が極めて強いと指摘する状況の中で、国民に対

する十分な説明をせず、かつ国民からの十分な

理解得ることなく大きく変更し、関連する法律

を成立させてしまったことは、戦後日本の歴史

の大きな転換点となった年と言えます。

　また、私たち連合が強い危機感を持ち、反対

運動を展開してきました労働者保護ルールの改

悪問題のうち、労働者派遣法の改正案が、戦後

最長の会期延長となったこの通常国会で強引に

成立させられました。これにより「一生派遣で

低賃金」という働き方を強いられる労働者が出

てくる可能性が高まりました。

　私たち連合は、これまでも「STOP　THE　

格差社会！暮らしの底上げ実現キャンペーン」

を展開し、広がりつつある格差を是正し、暮ら

しの底上げ、底支えをしなければならないこと

を多くの市民に訴えてきました。

私たちの先人は、今から71年前の1944年に「フィ

ラデルフィア宣言」を発し、その中で「一部の貧困

は全体の繁栄にとって危険である」と警鐘を鳴

らしています。

　これは時代が変わっても変わらない普遍の真

理であると思います。その意味で2016春季生活

闘争においても引き続き格差是正を訴え、貧困

率を下げる運動を全力で推進していかなければ

ならないと考えています。

　今後もさらなる労働者保護ルールの改悪が待

ち構えています。私たちは昨年の悔しさを忘れ

ず、「世界で一番働きやすい国」をめざした2016

春季生活闘争の展開と参議院選挙における推薦

候補全員の当選をめざした闘いを推進して参り

ます。どうか本年も皆様のより一層のご支援・

ご協力をお願いいたします。
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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様方には、ご家族と共に新春をお迎えのことと
心からお喜び申し上げますと共に、今年が幸せ多
い年となりますようご祈念申し上げます。
　金融業界では超低金利が続くと共に、ネット銀行
の参入・地銀の企業融資から個人融資への増強姿
勢等により、住宅ローンをはじめとする個人ローンの
獲得競争は増々厳しさをましています。「四国ろうき
ん」を取り巻く環境も過去に例を見ない大競争時代
へと突入しています。
　このような中、「四国ろうきん」は利益を利用者に
還元する「会員組織の金融機関」「はたらく仲間が
作った福祉金融機関」である強みを前面に出し、銀

行とのちがいを会員皆様と役職員で再度確認し
合い、ご協力いただける事業運営を心掛けてまい
ります。
　特に、今年3月末より全てのコンビニATMを「四
国ろうきんATM」としてご利用いただけるようシステ
ム開発・変更を行っています。「365日・24時間・いつ
でも・どこでも」そして、利用時の手数料を即時・全額
返金する「キャッシュバックサービス」を充実し、他行
にはないお客様サービスのよりよい向上を目指して
まいります。
　役職員一同、働く人達の金融面での生活応援組
織である「四国ろうきん」の役割を肝に銘じ仕事をし
てまいります。
　今年もより一層のご理解とご協力をお願い申し上
げ、新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

四国労働金庫

　　理事長　小 川 　 俊

専務理事　　住　友　誠　教 （員　外）
常務理事　　河　村　和　男 （パナソニックヘルスケア労組脇町支部）
理　　事　　藤　岡　一　雄 （自治労徳島県本部）
理　　事　　田　村　敬　一 （JP 労組徳島西支部）
理　　事　　井　後　眞　治 （情報産業労組連合会徳島県協議会）
監　　事　　尾　関　　　定 （ジェイテクト労組徳島支部）

本　部　長　　河　村　和　男
徳島支店長　　大久保　達　夫　　　池田支店長　　今　治　五百合
徳島北支店長　　遠　藤　好　人　　　阿南支店長　　山　本　真　史
鴨島支店長　　板　東　啓太郎　　　徳島 LC所長　　尾　崎　好　英
徳島北 LC所長　　小　谷　博　文

【徳島営業本部・営業店】

【徳島地区選出理事・監事】

※LC＝ローンセンター
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全 労 済

　新年あけましておめでとうございます。

　旧年中は、全労済運動の前進と全労済徳島県本部

の事業運営にご理解をいただき、ご支援とご協力い

ただきましたことに心から御礼申し上げます。

　本年が皆さまにとって、希望に満ちた明るく幸多

き一年になりますことを祈念いたします。

　昨年は、例年以上に、様々な自然災害が多発し、徳

島においても二つの台風が県内を縦断し、多くの被

害に見舞われました。

　被災された皆さまには心からのお見舞いを申し上

げますとともに、改めて災害に対する「備え」、災害発

生時の「守り」、そして災害後の「再建」、この三つの視

点は防災に対する私たちの構えとして重要な視点だ

と再認識させてくれました。

　また昨年は、政治・経済・社会の分野においても大

きく変動した一年でありました。

　アベノミクスと表現される異次元の金融政策と経

済政策・規制緩和によって、大企業を中心に空前の利

益を計上する一方で、円安による輸入産品・原材料の

高騰などにより、中小企業や勤労者の事業や生活は

一向に回復していません。逆に、労働規制の緩和に

よって非正規労働者の拡大と貧困の拡大に一層の拍

車をかけ、可処分所得は目減りを余儀なくされてい

ます。

　また憲法違反となる集団自衛権の発動を前提とす

る安保法制の改定は、私たちの生活に一番大事な平

和と安全が脅かされることになることは必至です。

　このような中で、一つは、労働運動が中心軸となっ

て社会変革をめざす運動の拡大と安倍自民党政権に

対抗する政治勢力の再構築が求められています。

　もう一つは、勤労者自身の生活防衛と、格差と貧困

の拡大がもたらす弊害に喘ぐ人々に、共済運動を始

めとした共助の運動の拡大が必要不可欠となってい

ます。

　全労済は、共済事業を通じ、共助の運動の核として、

火災共済・自然災害共済をリニューアルした「住まい

る共済」、特約などを拡大してより充実した「マイ

カー共済」、「団体生命共済」や「こくみん共済」などを

組合員の皆さまにより充実した内容で提供するとと

もに、全労済設立60周年となる2017年までに、将来に

わたって安心と安全の共済事業を提供できる全労済

に生まれ変わるため、「Zet-work60」という名称で、組

織改革と事業改革と役職員の意識改革に取り組んで

参ります。

　今年も引き続き、皆さま方のご支援とご協力をい

ただきますようお願い申し上げます。

「みんなで助け合い、
　豊かで安心できる社会」の
　　　　　　実現をめざして

全労済徳島県本部（徳島県共済生協）

本部長（理事長）　川 越  敏 良

役 職 名 氏　　名 所　　属 役 職 名 氏　　名 所　　属
県 本 部 長
副 本 部 長
副 本 部 長
専務執行役員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員

川 越 　 敏 良
藤 岡 　 一 雄
新 居 　 良 雄
渡 邉 　 一 雅
松 永 　 　 勉
米 里 　 正 行
柊 　 　 保 博
西 川 　 達 也
尾 関 　 　 定
益 田 　 英 明
岩 生 　 大 治
杜 　 　 穂 隆

全 労 済 徳 島 県 本 部
自治労共済徳島県支部
全徳島建設労働組合（フレッセ）
全 労 済 徳 島 県 本 部
ＵＡｾﾞﾝｾﾝ東邦テナックス労組徳島支部
自治労徳島市職員労働組合連合会
東部地区（徳島市交通労働組合）
徳 島 県 教 職 員 団 体 連 合 会
北部地区（ジェイテクト労働組合徳島支部）
ＵＡｾﾞﾝｾﾝ日清紡労働組合徳島支部
徳 島 バ ス 労 働 組 合
徳島県高等学校教職員組合

経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
業務検査委員長
業務検査委員
業務検査委員
オブザーバー

山 田 　 知 弘
三 木 　 裕 子
鎌 田 耕 一 郎
新 居 　 栄 治
水 田 　 幸 雄
磯 田 　 　 稔
松 本 　 光 弘
宮 本 　 武 司
鎌 谷 　 浩 司
鈴 木 　 圭 吾
川 村 　 将 史

西部地区（徳島県公立学校教職員組合）
全国一般徳島地方労働組合
新日本電工労働組合徳島支部
中部地区（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾍﾙｽｹｱ労働組合脇町支部）
鳴 門 市 役 所 職 員 組 合
ＵＡｾﾞﾝｾﾝ四国化成徳島労働組合
徳 島 県 職 員 連 合 労 働 組 合
交通労連　四国高速運輸労働組合
四国電力労働組合徳島県本部
自 治 労 徳 島 県 本 部
全日通労組四国支部徳島地域協議会

〈 2015年度 県本部経営委員会  役員体制〉
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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には新たな希望を持って新年をお迎えの
こととお慶び申し上げます。
　日頃は当財団の諸事業に対し、特段のご支
援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、2016年は、我が国の将来を左右する大
きな節目の年を予感させる幕開けとなりまし
た。人口減少社会、少子高齢社会の進行に加
え、強行された戦争安保法の下で、日本の国と
社会の有り様が大きく問われる年となります。
私たちにとっても、平和な社会と人間の尊厳を
第一とした人々の共助のネットワークの一員と
しての飛躍が求められる年となります。
　このような中で迎えた2016年、当財団にとっ
ての重点課題は、
（１）市民でやれることは市民の連帯でやろう

とする想いをサポートする『ハートフル
ゆめ基金とくしま』の拡充

（２）健康で豊かなワークライフへ向けた『こ
ころの健康相談室』の開設

（３）超高齢社会を目前に控え、高齢者家族の
安心・安全へ向けた成年後見法人との連
携協定の締結

（４）会員１万人を達成したあわ～ず徳島（徳
島勤労者福祉サービスセンター）の全県
広域化と四国・近畿の各センターとの事
業提携の推進

（５）県下全自治体で設立（全国初）された
ファミリー・サポート・センターによる
病児・病後児預かりをはじめとする子育
て支援事業の拡充

（６）子ども、子育て支援を担う新たな資格
『子育て支援員』養成事業の拡充

（７）“思いに花を咲かせよう”を合言葉に、
起業につながるコミュニティビジネスセ
ミナー講座の継続

（８）財団設立20周年、あわ～ず徳島発足15周
年、「くーぽん丸。」開始10周年の記念事
業として、県民への感謝と交流の集いの
開催などであります。

　競争社会は、いつの間にか人々を勝者と敗者
に二分化してしまいました。格差が拡大し、人
間の尊厳が否定され、生きづらさが広がってし
まいました。
　閉塞感に満ち、混沌とした時代。戦争をする
国へと大転換をはかろうとする国家。私たちは
平和で生きている実感や生きがいが持てる人間
社会へ向け、人々の連帯を軸とした共助・共生
の社会的ネットワークの一翼を担う新たな一歩
を踏み出したいと考えています。
　新年にあたりまして、皆様のご健勝ご活躍を
祈念すると共に、当財団への更なるご支援、ご
協力をお願い申し上げ、新年のごあいさつとい
たします。

勤労者福祉ネットワーク

2016年ごあいさつ

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

　　理事長　久 積 育 郎

役 職 名 氏　　名 所　　属 役 職 名 氏　　名 所　　属
理 事 長
副理事長
〃
〃

専務理事
常務理事
理 事
〃

久　積　育　郎
柿 内 愼 市
川　越　敏　良
吉　田　英一郎
元 川 　 仁
川 原 佳 子
上 地 幸 博
岩 﨑 啓 二

(公財)徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳島県経営者協会・会長
(公社)徳島県労働者福祉協議会・会長
徳島県商工労働観光部・部長
(公財)徳島県勤労者福祉ネットワーク
(公財)徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳島県社会福祉士会・会長
徳島県市長会・事務局長

理 事
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃

後藤田　　　博
石 井 　 一
加 藤 秀 典
河　村　和　男
藤 原 　 学
武 田 勝 行
蔭 山 眞 應
森 本 佳 広

徳島県町村会・常務理事
徳島県商工会議所連合会・専務理事
徳島県商工会連合会・専務理事
四国労働金庫・常務理事
(一社)徳島県労働福祉会館・理事長
税 理 士
徳島県中小企業団体中央会・専務理事
日本労働組合総連合会徳島県連合会・会長

〈（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク役員〉
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フ レ ッ セ

2016年１月 （７）

　新年明けましておめでとうございます。日頃はフレッセ
の諸活動に対しまして、ご理解とご協力を賜り、厚くお礼
申し上げます。
　昨年、フレッセは組合結成50周年を迎えることができ
ました。労福協の一員として今日を迎えられたことに改め
て感謝申し上げます。
　私たちは一般勤労者に比べて不十分な福利厚生面
を補うために、国民健康保険や労働保険、組合共済な
どを中心として、建設に従事する仲間の仕事と生活を守
る取り組みを進めてきました。
　また、大きな経済効果を生み、地域の活性化にもつな
がる「リフォーム助成制度」の創設や拡充、低い賃金水
準の下支えとなる公契約条例の制定に向けた取り組み、

2016年
年頭のご挨拶
フレッセ執行委員長

　　　　　　尾 方 　 巧

南海トラフの巨大地震が想定されるなかでの県民の命
を守る住宅の耐震化などの取り組みを進めています。
　組合や仲間を取り巻く状況は、依然きびしく、慢性的
な後継者不足、都市と地方の格差の拡大、建設従事者
の高齢化等々、乗り越えなければならない課題は山積
みです。
　結成50周年を
契機として、これ
までに培ってきた
仲間からの信頼
と支持のもと、県
内で働く建設労
働者・職人の仕
事と生活を守る
ための取り組み
を進めていきます。
　今後ともフレッ
セの活動に対し
まして、皆様のよ
り一層のご支援
とご協力をお願
い申し上げます。

徳島県生活協同組合連合会

　新年あけましておめでとうございます。皆様には、新
たな希望とともに新年をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。日ごろは、私ども連合会に対し多大なご支援ご協
力を賜りありがとうございます。
　昨年は、戦後70年の節目の年であり、日本各地で様々
な平和の取り組み、イベントが行われました。戦争体験
者も高齢となり、語り継ぐ大切さを身を以て感じる年と
なりました。その一方、９月には安全保障関連法案が成
立しました。老若男女を問わず、国会前で毎日多くの国
民が反対を訴えたにもかかわらずの強行採決でした。こ
んなに多くの人たちが、子どもたちに平和な未来を託し
たいと声を上げていると嬉しく思う反面、一党独走をさ
せた悔しさ、空しさも痛感しました。遅ればせながら私
たち連合会も10月に弁護士の先生をお招きし、「日本国
憲法から見た安保法制の問題点について」という学習

を行いました。国会前には駆けつけられなくても、疑問
の声、反対の声等上げ続けることが大事だと気付かされ
ました。また、TPPの問題も猶予期間があるとはいえ、
私たちの生活を、生産者の生活を根本から揺るがす大
問題です。
　今年も私たちは、消費者、生活者の、また地域社会の
日々の暮らしに寄り添い、皆様とともに協力し合い、しっ
かりと一歩ずつ前進してまいりたいと思います。
　皆様の益々のご活躍ご多幸を祈念申し上げまして、年
頭のごあいさつといたします。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

2016年迎春の
ごあいさつ
徳島県生活協同組合連合会

　　会　長　多 田 道 代

〈徳島県生活協同組合連合会役員〉
役 職 名 氏 　 　 名 所 属 単 協 名
会　　長
副 会 長
専務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事
監　　事

多 　 田 　 道 　 代
川 　 越 　 敏 　 良
梶 原 　 樹
三 　 原 　 博 　 志
渡 　 邉 　 一 　 雅
傳 　 住 　 美 智 子
工 　 藤 　 豊 　 子
八 木 史 仁
鳥 養 美 文
清 　 水 　 麻 理 子
細 川 尚 光
吉 　 野 　 才 　 治
岸 　 健 二
長 　 尾 　 文 　 明

生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 共 済 生 活 協 同 組 合
生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 学 校 生 活 協 同 組 合
徳 島 県 共 済 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳 島 県 職 員 生 活 協 同 組 合
徳 島 大 学 生 活 協 同 組 合
生活協同組合とくしま生協
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳 島 大 学 生 活 協 同 組 合

〈フレッセ県本部役員名簿〉
役 職 名 氏　　名

執 行 委 員 長
副 執 行 委 員 長

〃
書 記 長
財 政 部 長
執 行 委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

青 年 部 長
会 計 監 査

〃
〃

尾　　方　　　　　巧
大　　地 　　 　均
山 　 室 　 邦 　 宏
新　　居  良　　雄
中　　山　　邦　　正
中 　　　 　敏　　昭
秋 　 山 　 　 　 威
相　　原 　　 隆
井 原 　 弘
長 谷 部 　 尊 　 之
白 　 土 　 義 　 信
富 永 和 博
楠 野 　 進
川 上 　 泰
大 　 溝 　 典 　 幸
住 友 　 寛
西 野 慶 憲
重 本 義 夫
向　　井  行　　雄
富 　 永 　 和 　 博
濵 　 誠 司
伊 藤 好 威
多 田 　 勲
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役 職 名 氏 　 　 名 組 　 織 　 名
会 長
副 会 長

〃
事 務 局 長
事 務 局 次 長
幹 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

〈徳島県退職者連合役員〉
　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、徳島県退職者連合の活動、運営に対し格別
のご支援、ご協力を賜りありがとうございました。
　新年に当たり、当面の活動方針を紹介させていただ
き、ご挨拶と致します。
　退職者連合は、昨年７月、定期総会を開催し、向う１年
間の活動方針を決定しました。
　昨今、私たち高齢者を取り巻く情勢は一段と厳しさを
増しています。大半の高齢者は、年金収入を頼りに生活
しておりますが、その額が『マクロ経済スライド制』の適
用開始で、年々縮小されようとしています。逆に医療・介
護の保険料が増額となり、介護料も値上げされているの
が実情です。
　生活苦により、孤独死する例も多く報告されており、
非正規で働く若者には頼れず、食料品など生活必需品の
値上がりで更に追い詰められているのが実態です。
　一方で、昨年９月には、憲法学者の大半が憲法違反と
主張し、国民大多数が理解不十分と表明される中、安全

保障関連法案が強行採決により成立されました。
　このことについて、私たち戦争を体験した世代の者と
して、憂慮せざるを得ません。戦争のない平和な社会構
築のための活動を続けます。
　当面は山間僻地で不自由な生活を強いられている独
り暮らしや老々世帯の方々を救済するための『地域包括
ケアシステム』の構築のため、強力な取組みが求められ
ています。
　本年も労働者福祉協議会の活動が益々発展されるよ
う祈念すると共に、私たちの活動に対し、ご支援、ご協力
を賜りますようお願いし、新年のご挨拶と致します。

新年のごあいさつ

徳島県退職者連合

　　会　長　小笠原　幸雄

徳島県退職者連合

　２０１６年の新年を迎え、謹んで新年のごあいさつを申し上げます。
　日頃は、NPO法人徳島労働安全衛生センターの活動に対し深い
ご理解とご支援を賜り誠に有り難く、厚くお礼申し上げます。
　当センターは労働災害や職業病を未然に防止するため、労働者
の安全と健康に関する調査、相談、教育、啓発事業、衛生管理者の
育成等々の活動を展開しています。
　さて、わが国の業務上疾病者数は、長期的には減少したものの、
近年は横ばいとなっており、腰痛やじん肺症も後を絶たず、有機溶
剤中毒、一酸化炭素中毒、酸素欠乏症等の職業性疾病が繰り返し
発生している状況にあります。
　また、一般定期健康診断の結果、何らかの所見を有する労働者
の割合も年々増加し、近年では５割を超える状況になっており、仕事
や職業生活に関する強い不安、悩み、ストレスを感じる労働者の割
合も６割に上っています。　　　　　
　さらに、加重労働による心身の疾患の問題や、年間２万人を超え
る自殺者の問題も含めメンタルヘルスの問題等は大きな社会的な関

心を集めています。
　このような状況のもと、労働災害などの悩み相談ダイヤルを開設し
（労働災害、メンタルヘルス、石綿、職業病）又、事業場における衛生
管理を適切に進めていくためには、事業場における衛生管理スタッ
フが作業環境管理、作業管理、健康管理等の衛生管理に関する十
分な知識を有していることが不可欠です。
　ＮＰＯ法人徳島労働安全衛生センターでは、事業主による自主的
な労働災害防止活動へのサポートを通じて安全衛生水準の向上に
寄与するため、「人財育成」、「技術サービス」「情報発信」の側面
から各種事業を積極的に展開しております。　
　企業内に衛生管理者育成を目的に、昨年も「安全衛生養成講
座」も実施し「第一種衛生管理者国家試験」に対し素晴らしい成果
を残しました。
　本年も、労働者の
安全と健康を守るた
め当センターの業務
運営に対しまして、
益々のご理解とご支
援を賜りますようお願
い申し上げます。
　皆様のご健勝とご
活躍を心からお祈り
申し上げまして新年
のごあいさつとさせ
て頂きます。

新年のごあいさつ
ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター

　　理事長　新  居  良  雄

ＮＰＯ法人 徳島労働安全衛生センター

〈2015年度役員〉
役 職 名 氏　　名
理 事 長
副理事長
〃
〃
〃

専務理事
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

新 居  良 雄
島　 　和 久
藤 岡  一 雄
鎌 谷  浩 司
原 田  俊 彦
田 北  光 広
平 井  敏 郎
柊　   保 博
吉 野  泰 甲
尾 田  良 明
井 後  眞 治
矢 鳴  浩 一
林　   善 章
田 村  敬 一
広 田  拓 也
下     則 子
後 藤  和 昭
岩 生  大 治

小笠原　幸　雄
宮　本　　　剛
澁　谷　良　臣
山　藤　正　義
坂　尾　直　也
福　井　英　利
四　宮　通　治
松　本　隆　之
青　山　紘　一
小　濱　綾　子
国　見　　　聖
鏡　　　和　博
香　川　満　平
廣　田　幸　雄
近 藤 啓 治
坂 本 忠 成
橋　本　保　子
八　木　由利子

ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
Ｕ A ゼ ン セ ン 友 の 会 徳 島 県 支 部
全日本自治体退職者会徳島県本部
林 野 関 連 退 職 者 の 会 徳 島 支 部
徳 島 労 働 金 庫 退 職 者 の 会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
全日本自治体退職者会徳島県本部
たばこ退職者の会徳島地区連絡会
徳島バス労働組合高齢者退職者会
徳 島 県 退 職 女 性 教 職 員 の 会
徳島造船・来島ドック徳島工場退職者の会
農林水産省徳島退職者会協議会
全国山林労働組合徳島県本部退職者会
全日本自治体退職者会徳島県本部
日本郵政グループ労働組合徳島連絡協議会
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
全日本自治体退職者会徳島県本部
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〈2015年度役員〉

〈2015年度役員〉

役 職 名 氏　　名
理 事 長
理 事

〃
〃

監 事

辻 　 博 史
久 積 育 郎
川 越 敏 良
中 村 昌 宏
枋 谷 　 旭

役 職 名 氏　　名
理 事 長
副 理 事 長
専 務 理 事
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

中　村　昌　宏
前　田　すづ子
坂　尾　直　也
橋　本　正　昭
久　積　育　郎
井　上　みち代
村　田　知江美
国　見　　　聖
辻　　　博　史
樫　原　資　訓
松　田　　　勲
清　田　敏　弘

新年のご挨拶

一般社団法人 徳島県就職支援機構

  理事長 辻　　博　史

一般社団法人 徳島県就職支援機構

新年のごあいさつ

ＮＰＯ法人壮生

  理事長 中  村  昌  宏

ＮＰＯ法人 壮 生

　2016年を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　日頃はわたくしども「ＮＰＯ法人 壮生」に対しまして格
別のご支援とご協力を賜り、ありがたく厚くお礼申し上げ
ます。
　昨年は、世界各地で発生したテロ行為、自然災害の多発、
さらには企業における相次ぐコンプライアンス（法令順守）
違反行為といったような暗いニュースが多かった中で、米
国とキューバの半世紀ぶりの国交回復、女性の活躍推進法
成立、２人のノーベル賞受賞、ラグビーＷ杯での日本旋風
といった明るい話題もみられました。
　2014年の統計によれば、65歳以上の高齢者の全人口に
占める割合は全国平均で26％に達し、徳島県ではその比率
が30％を超し、100歳以上の高齢者は増加の一途をたどり
6,108人になっています。本県は全国でもトップクラスの高
齢県になっており、少子高齢化と人口減少はますます加速
して、過疎地域のコミュニティの維持が難しくなりつつあり

ます。
　高齢者を取り巻く環境は、年を追うごとに厳しさを増し、
高齢者間の貧富の差は拡大し、二極化が進み、老後の生
活の不安を一層増幅させる結果になりました。平穏に「生
きる」ことが難しくなりつつあります。そうした中にあって、
わたしたちの「壮生」では高齢者就労支援事業をベースと
して、高齢者健康づくりサポート事業（健康セミナー等）、
高齢者ＩＴサポート事業（パソコン教室等）、高齢者と子ど
もの交流事業、まちづくり推進事業等を行っており、輝くシ
ニアライフのサポートに務めたいと頑張っております。
　本年も引き続き諸事業を地道に継続してまいる所存で
すので、皆様方のなお一層のご指導とご協力のほどをお願
いいたしまして、年頭にあたってのご挨拶とさせていただ
きます。

　明けましておめでとうございます。
　日頃は、「一般社団法人徳島県就職支援機構」に
対しまして、ご協力とご支援を賜り厚くお礼申し上げ
ます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　さて、現在の状況は、平和と民主主義が脅かさ
れ、また非正規労働者の増大など雇用に対する不
安が増大しています。
　そして、安倍政権下で「熱狂なきファシズム」が進
行しています。現代のファシズムは、人々が気付かな
いうちに進んでいくことから、「熱狂なきファシズム」と
呼ばれています。

　こうしたなかで、労働者福祉運動の内実が問われ
ています。
　求職者雇用支援事業においても、受講者の応募
状況が引き続き減少傾向にあります。当機構では基
本を求職者雇用支援に置いて事業運営を行って
います。
　以下当機構が今年度実施しております徳島県の
委託事業と基金訓練事業等について紹介します。
１．求職者に対しての再就職推進事業
２．基金訓練事業等
３．就労支援分野の人材確保支援事業業務
４．物品賃貸借事業
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地域ライフサポートセンター

徳島中央ライフサポートセンター

役 職 名 氏　　名 所属団体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

宮　本　武　司
大久保　達　夫
渡　邉　一　雅
新　居　良　雄
元　川　　　仁
松　本　光　弘
小　谷　正　勝
尾　田　賢　治
川　西　貞　之
遠　藤　好　人
板　東　啓太郎
鴻　池　達　也
高　崎　久　士
上　原　徹　也
河　野　雅　博
坂　尾　直　也
谷　本　　　智
山　口　洋　一

徳 島 地 域 代 表
四国労金徳島営業本部
全 労 済 徳 島 県 本 部
フ レ ッ セ
徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
専 従
四 国 労 金 徳 島 北 支 店
四 国 労 金 鴨 島 支 店
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
徳 島 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
N P O 法 人 壮 生
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表

＜徳島中央ライフサポートセンター役員＞

徳島南部ライフサポートセンター

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、徳島中央ライフサポートセンターの諸事業に格
段のご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　当センターは、ワンストップサービスの拠点として、関係団
体とのネットワークにより「暮らしなんでも無料相談」、日々
の暮らしに役立つ情報の提供など地域福祉や労働者福祉の
向上を目指した様々な事業を行い地域住民をはじめ県民の
生活をサポートしています。
　昨年１１月には、佐那河内村の果樹オーナー制度を利用し
「キウイ収穫体験祭り」を行いました。当日は、あいにく雨の
お天気でしたが多くの方がキウイ収穫を体験し、抽選会や果
樹オーナー園主会主催の直産市を楽しみました。
　また、メディアが伝える情報からインターネットでの書き込
みやスマホ等での嫌がらせなど人権問題に係るトラブルが多
発していますが、メディアが送り出す情報にどう向き合うかに
ついて「メディア・リテラシーと人権」講演会を開催しました。
講師の話から「メディアが送り出す情報は、現実そのもので
はなく、送り手の観点から捉えられたものの見方の一つにす
ぎない。」ということを認識しました。
　当センターには、「トラブルに巻き込まれたどうしよう！」と

いう相談も多くあります。この対処法を弁護士の方を講師に
招き「法律相談への道案内～その話弁護士に相談してみま
せんか？～」の内容で講演会を開催しました。講師からは
「早い時点での相談が早期解決に繋がります。」と助言があ
りました。
　本年も、地域住民との結びつきを強め、地域から期待され
る「ワンストップサービス」機能の充実に努めてまいりますの
で、格別のご支援、ご協力、ご指導を賜りますようお願い申し
上げます。

役 職 名 氏 　 　 名 所 属 団 体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

書 　 記

松　村　　　淳
宮 田 義 文
鎌　田　耕一郎
山 本 真 史
渡 邉 一 雅
森 口 芳 洋
川 原 佳 子
山　本　日出夫
葉 田 博 章
長　尾　真　司
谷　本　修　司
松　本　佳　彦
大 西 弘 二
猪 岡 明 人
榊　　　一　美
丸　岡　義　謙
川　野　典　昭
坂　尾　直　也
田　北　光　広
江 上 和 宏
清　水　　　昇
生　原　ひろみ

自治労　阿南市職労連
ＪＰ労組　徳島南支部
新日本電工労組徳島支部
四国労働金庫阿南支店
全労済　徳島県本部
フレッセ　 阿 南 支 部
徳島県勤労者福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ
専 　 　 　 従
紙ﾊﾟ連合王子新労富岡支部
四電労組阿南火力支部
倉敷紡績労組徳島支部
自治労阿南市職労連
全 農 林 徳 島 分 会
自 治 労 　 那 賀 町 職
自 治 労 　 美 波 町 職
全国一般社会福祉法人　柏涛会
阿 南 農 協 労 組
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人『 壮 生 』
ＮＰＯ法人徳島労働安全衛生センター
新日本電工労組徳島支部
自 治 労 　 徳 島 県 職
専 　 　 　 従

＜南部ライフサポートセンター役員＞

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は徳島南部ライフサポートセンターの諸事業に対

しまして、格別のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。

　生活の中に「ゆとり・豊かさ」を取り戻すこと。働くこと

を軸としながら、労働者がその家族、さらには地域の住

民とともに日常の生活や行事などを通じて人生の醍醐味

を享受できるように、その一助となるのが私たちの設立

時からの重要な役割であるとの思いから、「生活は賃金

だけによるものではなく、生きがい・やりがい・働きがい

を求めるには、色 な々角度や形でのサポートが必要だ」と

の認識を新たにしながら、「なんでも相談」や「運転免

許特別講座」「パソコン教室」などの講座のサポート、各

種イベントの開催と協賛、エコ活動の推進などを展開し

てきました。

 「自然とふれあう健康ウォーク」では、家族が一緒に、

仲良く一日を過ごすということがどれだけかけがえのない

ものか、ということを目の当たりにしました。

　また「なんでも相談」では深刻な労働問題やメンタル

な問題、近隣とのトラブルなど世相を反映する事案が増

えております。

　それらを通じて私たちの任務の一層の重要性と同時

にその困難性を痛感しました。昨年１年を振り返り、反省

と総括をしながら、引き続ききめ細かな活動を進めてま

いります。

　今後ともご支援・ご協力を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。
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〒770-0942徳島市昭和町3丁目35－1 
（公社）徳島県労働者福祉協議会　お年玉プレゼント係
 FAX ０８８－６２５－５１１３

プレゼント!!
○郎丸 歩

応募方法

送 付 先

※記入された個人情報等はプレゼント発送以外の目的では使用しません

問題

正解者の中から抽選で30名様に

図書券（1,000円）をプレゼントします。
応募締切日 2016年1月末日

役 職 名 氏　　名 職　　場
会　　　長
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
事 務 局 長
理　　　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃
〃

監　　　事
　 〃 　

大 西 　 茂
今　治　五百合
渡　邉　一　雅
秋 山 光 夫
蔦 　 泰 見
南 　 馨
逸 見 秀 夫
赤 窄 政 治
真  鍋  卓  司
新　居　良　雄
田 野 真 菜
徳 山 博 文
中 島 功 志
井 口 明 典
坂　口　　　保
鈴 木 圭 吾
小 泉 勝 文
野 崎 光 一
中　川　潤　三
大 西 陽 子

三好市職員労働組合連合会
四国労働金庫池田支店長
全労済徳島県本部専務執行役員
パナソニックヘルスケア労働組合脇町支部
連 合 徳 島 専 従
日本郵政グループ労働組合徳島西支部
阿波みよし農協職員労働組合
四 国 交 通 労 働 組 合
四国電力労働組合池田支部
フ レ ッ セ
徳島県病院局職員労働組合三好病院支部
徳島県職員労働組合三好支部
徳島県職員労働組合美馬支部
美馬市職員労働組合連合会
つるぎ 町 職 員 労 働 組合
三好市職員労働組合連合会
東みよし町職員労働組合
パナソニックヘルスケア労働組合脇町支部
美 馬農協 職 員労 働 組合
四国労働金庫労働組合徳島県支部池田分会

＜徳島西部ライフサポートセンター役員＞

徳島西部ライフサポートセンター
　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は徳島西部ライフサポートセンターの
活動に対しまして、ご支援とご協力をいただき
ましたことに心から御礼申し上げます。
　昨年は、新たな取り組みとして、生活困窮者
自立支援事業のうち２町の就労準備支援事業を
4月1日より開始し、様々な機関と連携を行って
まいりました。他にも定例相談事業の法律相談、
ニート出張相談等を中心とした相談業務、スポ
ーツ少年団支援や着ぐるみ貸出事業等の地域貢
献事業も実施しました。
　11月15日の「ゆとり・癒しのウォーキング」
には120名が参加し、暖かい気候の中、紅葉を眺
めながらウォーキングをし、その後はかずら橋
や温泉を楽しんでいただきました。
　毎年恒例の「夏休みフェスティバル」は、昨
年は台風の影響で中止となり皆様から残念との
お声をいただきました。今年は昨年開催できな
かった分、参加者の方々により楽しんでいただ
けるように計画していきたいと考えております。
　また、4月にリニューアルしたホームページも
内容をさらに充実させ、徳島西部ライフサポー
トセンターの活動を大勢の方に知っていただけ

生活 労働 就職 介護 その他保険金融 子育家庭
15件 2件 2件 6件 4件 2件 5件

合計
36件

◇相談業務（2015年11月30日現在／法律相談を含む）

るように努めてまいります。
　本年も地域における労働者福祉の向上を目指
し活動していく所存ですので、格別のご支援、
ご協力、ご指導を賜りますようお願い申し上げ
ます。

ネットでのトラブル、職場でのハラスメントなど多くの相談が寄せられ
ています。一人で悩まないでお気軽にご相談ください。プライバシーは
守られます。

ラグビーワールドカップで、ゴールキック前のルー
ティンのポーズが話題になった選手は？
(○に当てはまる漢字１文字をお答えください)
 

官製ハガキまたはＦＡＸ用紙に解答を書いて、下記
あて先まで送付して下さい。その際、住所、氏名を必
ずお書き下さい。

仕事や家庭、暮らしの悩みは
　　　ありませんか？
仕事や家庭、暮らしの悩みは
　　　ありませんか？

〒770-0942  
徳島市昭和町3丁目35-1　徳島県労働福祉会館5Ｆ
電話 088-623-4105  FAX：088-678-4177
E-mail chuou-life@utopia.ocn.ne.jp

■徳島中央ライフサポートセンター

〒778-0002  
徳島県三好市池田町マチ2212-2
電話 0883-72-8611  FAX：0883-72-8622
E-mail seibu-life@wish.ocn.ne.jp

■徳島西部ライフサポートセンター

〒774-0030 
徳島県阿南市富岡町玉塚21 里見ビル1F
電話 0884-24-9501  FAX：0884-24-9503
E-mail nanbu-life@vanilla.ocn.ne.jp

■徳島南部ライフサポートセンター

＊どんな相談でも専門のアドバイザーが
　無料でお答えします。
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